
ロボットに関する優れた技術
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情報技術に関する優れた技術

・路面性状測定車に匹敵す
るプロファイル推定精度．
・従来の1/20のコスト→
採用自治体において現在
の20倍の路面を評価
・自治体/協業事業者等の車
両数百台による運用．
・路面評価をマネジメント
システムに取り込んだ
LCC算出
・開発コンサルタントを通
じた国際展開．

データ処理基盤を活用した大規模IRI推定
結果のインタラクティブな可視化
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NHK サイエンスZERO 7月30日放映
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技術認証を目的とした国土交通省との連携強化

インフラ点検・診断・モニタリング技術・ロボット技術（国土交通省・土木研究所）

ＳＩＰ開発技術の技術認証プロセスと技術の見える化＝NETISへ登録
＊新技術情報提供システム
（New Technology Information System：NETIS）

開発された
要素技術

専門委員会による
スクリーニング

現場ニーズ
に合わせて
要求性能を
設定

技術
公募

技術
選定

試行
調査

要求水準に
対する評価
（公表）

新技術の
現場導入

点検要領などの修正
技術認証

現場での試験運用有識者からの意見

技術認証 ▶ 技術認証を取得した技術＝採用可能な技術として社会実装

新しい技術を安心して現場で用いるために
１）現場ニーズに見あった要求性能の設定
２）新技術に見あった点検基準の設定、点検要領の改訂
３）新技術の「技術認証」と「技術の見える化」の実現
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地域特性に応じ
たアセットマネ
ジメントシステ
ムの展開と実装

自治体との連携
を軸に要素技術
の展開を加速

地域特性に応じ
たアセットマネ
ジメントシステ
ムの展開と実装

自治体との連携
を軸に要素技術
の展開を加速

地域実装支援
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地域実装支援の体制
インフラの長寿命化・高耐久化を実現するアセットマネジメントシステム
に基づく、地域が主役となる新たなインフラとの共存社会の提案
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地域における技術展開の推進

2016年10月に開始し、すでに20回を超えるイベントを開催。

ＳＩＰ開発技術を地方自治
体インフラ管理者へ展開

技術導入のためのデモを現
場実証試験として実施

点検技術者へ技術導入のた
めの説明会を実施

岐阜大学名誉教授
六郷恵哲リーダー
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新しい橋梁点検技術の適用性評価委員会では，地方自治体が
管理するコンクリート橋梁に対して，ロボット技術を取り入
れた橋梁点検技術の適用性について，検討・評価を実施し，
「ロボット技術を取り入れた橋梁点検指針」を作成している。

新しい橋梁点検技術の適用性評価
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「Society 5.0」プラットフォーム構築に向けて

①基盤技術であるAI、ビッグデータ解析技術、サイバーセキュリティ技術等の強化

②各システムの高度化に資するデータベース構築（各戦協・WGと連携）

③将来のシステム間連携に備えた通信インターフェース、データフォーマットの検討

④複数のシステム間で利活用が期待されるデータベースの在り方

３次元地図共通
プラットフォーム

「Society 5.0」プラットフォーム構築のイメージ ①基盤技術となる、AI、
ビッグデータ解析技術、
サイバーセキュリティ技術等の強化

５）規制・制度改革の推進と社会的受容の醸成
４）知的財産戦略と国際標準化の推進

６）能力開発・人材育成の推進

データベースデータベース

新たな
サービス

高度道路
交通システム

スマート・フード
チェーンシステム

統合型
材料開発
システム

地域包括
ケアシステム

地球環境情報
プラットフォーム

②各システムの高度化に
資するデータベース構築
（各戦協・WGと連携）

③将来のシステム連携に備え
た通信インターフェース、
データフォーマットの検討

④複数システム間で利活用
が期待されるデータベー
ス
の在り方

基盤技術
AI、ビッグデータ処理技術
サイバーセキュリティ等

ものづくり
システム エネルギー

バリューチェーン

インフラ
維持管理システム

防災・減災
システム

おもてなし
システム

スマート
生産システム

点検診断・モニタリング
ロボット・補修補強材料インフラ要素技術
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27

• インフラ維持管理、防災、自動車自動運転に関わる空間データ
を扱うプラットフォーム（多様なデータ空間データ管理機能）

• 3D地図情報、インフラ維持管理向け情報、防災向け情報、
自動運転における静的道路情報など・・・・・・

３次元地図情報共通プラットフォーム
SIPインフラが SIP自動走行、SIP防災減災と連携して



インフラデータベースの開発・運用
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インフラ維持管理におけるＡＩ技術の展開

現場作業負担の軽減，作業の効率化
■経験の浅い検査員の支援
■一次スクリーニング
■準備の軽減、事務処理作業の削減

情報の保存、共有化の支援
■判断支援（情報の整理統合など）
■高度技術の展開支援（予測技術の簡易化）
■診断結果の水平展開支援

新たな維持管理への期待
■非専門家によるインフラ点検の実施への

AIサポート
■常設モニタリングの低廉化
■インフラデータの応用範囲の拡大
（地域特性、環境特性に応じた

余寿命予測へ）
29



インフラ維持管理におけるAI技術の活用事例

活用対象 研究開発機関 内容

打音検査 産総研
点検ハンマーによる打音の違いを機械学習し、構造物の異
常箇所をリアルタイムで提示

日本電気
打音点検飛行ロボットによる打音データを自動的に学習し、
リアルタイムに清濁音を判別支援

東急建設
トンネル全断面点検システム上を稼働する打音検査システ
ムにおいて、教師有り学習に基づき、浮きや割れを検出

画像処理 情報学研究所
橋梁監視カメラより、畳み込みニューラルネットワークを
用いて、背景を取り除き通過車両のみを検出

東北大学
球殻ヘリに搭載したカメラ画像に対して、深層畳み込み
ニューラルネットワークを用いたひび割れ損傷検知

漏水検知 日本電信電話
上水道管に設置した高感度漏水監視センサから漏水音を収
集し、機械学習により漏水箇所を特定

農研機構
農業用管水路を対象とした小型潜水艦型漏水探査ロボット
が収集した音データに機械学習を適用し、漏水有無を判断

地下探査 東北大学
ディープラーニングを用いて地中レーダ画像を自動判定し、
空港舗装体の内部の変状を把握

東京大学
地中レーダ探査で得られたデータにディープラーニングを
適用し、路面下の空洞や埋設物敷設状況を診断

余寿命予測 東京大学
データ同化解析結果を教師データとして、床版下面のひび
割れ状況から余寿命を推定

音データ取得
（ノイズ除去前
の波形）
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～平成27年度 平成28年度

タイ

ベトナム

ミャンマー

各国

ISO規格 •コンクリート工学会で内容を議論
• TC71会合で作成を宣言

• ﾀﾏｻｰﾄ大学SIIT内にSIP
オフィス分室を設置

• ｲﾝﾌﾗﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制に関する
現状調査シートを配布

橋梁ﾃﾞｰﾀ
ﾍﾞｰｽの作成
（継続中）

ｾﾐﾅｰを開催(ﾊﾞﾝｺｸ)

ｾﾐﾅｰを開催(ﾊﾉｲ) 技術者育成拠点ﾂｱｰを実施

劣化調査・分析を実
施

橋梁の簡易ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを開始

ｾﾐﾅｰ・点検ﾃﾞﾓを開催(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ) ACF2016・SIP特別ｾｯｼｮﾝ

品質・劣化状況の調査

技術者育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑについてJICAと協議

EASEC-14・SIP特別ｾｯｼｮﾝ

日本国内でﾂｱｰ
を実施し、重要
性の理解を促進

吊橋の主塔
に傾斜計を
設置

各種非破壊検査を実施。
初期品質が劣化状況に
大きく影響していること
を確認

JICA予算で、日本国内で
の研修ｺｰｽと留学生受け入
れﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施を合意

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果の提示と今後の方策の提案
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•「開発途上国におけ
る橋梁維持管理の支
援に関する勉強会」
がJICA内で開始

ISO/TC71総会で規格化作
業着手のためのWGが設立
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アセットマネジメントの戦略的国際展開



土木
研究所

物質・
材料研
究機構

情報学
研究所

理化学
研究所

大学

北海道 東北

関東

北信越

中部 近畿

中国
四国

九州沖縄

拠点ネットワーク ＳＩＰ終了後

広域
連携

市

町・村

県

インフラ
メンテナ
ンス国民
会議

JICA

国交省
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SIP終了後の拠点へ継続

開発技術の連携と全体戦略
今年度以降の方向(Society5.0)

インフラの長期保全計画
更新計画・投資計画
へ反映（＝LCC最小)

アセットマネジメント
ＡＳＭ

点検・ロボット
モニタリング

補修・更新材料

余寿命
予測解析

インフラ
情報DB

共通プラットフォーム
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